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大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
大
鳥
居
②
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垣
歴
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文
化
研
究
会　
石
田
健
次

　
今
回
は
、「
大
正
拾
四
年
氏
森
神
社
鳥

居
建
設
記
録
」（
山
田
区
保
存
）か
ら
、

建
設
請
負
人
の
決
定
に
始
ま
っ
て
鳥
居

が
完
成
す
る
ま
で
の
経
緯
を
見
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

【
建
設
請
負
人
】

　
建
設
請
負
人
は
、大
正
14
（
１
９
２

５
）
年
１
月
５
日
に
入
札
を
実
施
し

決
定
さ
れ
た
。
入
札
に
参
加
し
た
の

は
６
人
で
、
宗
像
郡
東
郷
村
に
在
住

の
者
が
請
負
金
額
550
円
で
落
札
し
て

い
る
。

　

鳥
居
の
石
材
運
搬
は
、
海
老
津
駅

ま
で
は
建
設
請
負
人
が
負
担
し
、
海

老
津
駅
か
ら
鳥
居
建
設
場
所
ま
で
は

氏
子
（
区
民
）
で
運
搬
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

【
鳥
居
建
設
願
】

　

鳥
居
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、

「
鳥
居
建
設
願
」
を
社し
ゃ
し
ょ
う掌
と
氏
子
総

代
の
連
名
で
遠
賀
郡
長
宛
に
提
出
し

て
い
る
。
建
設
願
に
は
、「
建
設
す
る

鳥
居
は
石
造
り
で
あ
る
た
め
将
来
に

亘
っ
て
維
持
費
を
必
要
と
し
な
い
の

で
許
可
願
い
た
い
」
と
記
載
さ
れ
て

て
い
る
。

　
鳥
居
は
、
花
崗
岩
造
り
と
し
、
鳥
居

前
に
３
段
の
石
造
り
階
段
と
鳥
居
横
に

巾
８
尺
（
約
２・
４
０
メ
ー
ト
ル
）
の

車
道
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
石
材
の
運
搬
】

　

石
材
の
運
搬
は
、
国
道
を
通
る
こ

と
と
重
量
物
で
あ
る
た
め
、「
重
量
物

運
搬
許
可
願
」
を
折
尾
警
察
署
長
に

提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

石
材
は
海
老
津
駅
か
ら
建
設
場
所
ま

で
を
２
日
間
に
分
け
て
運
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
運
搬
の
方
法
は
、
四

輪
馬
車
を
２
台
連
結
し
て
、
１
回
あ

た
り
１
個
の
石
材
を
積
載
し
、
牛
馬

は
使
用
し
な
い
で
人
力
で
運
搬
す
る

と
し
て
い
る
。
国
道
の
途
中
に
あ
る

矢
矧
川
に
架
か
っ
て
い
る
橋
（
現
在

の
山
田
橋
）
が
架
け
替
え
工
事
中
で

仮
橋
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
仮
橋
を

補
強
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
時
は
海
老
津
駅
か
ら
国

道
へ
出
る
ま
で
の
間
と
山
田
小
学
校

付
近
に
勾
配
の
大
き
な
下
り
坂
が

あ
っ
た
の
で
、
慎
重
に
運
ん
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
材
は
多

く
の
区
民
の
協
力
に
よ
り
運
ば
れ
て

い
る
。

　

鳥
居
本
体
の
石
材
は
、
２
月
13
日

の
午
後
に
１
回
、
14
日

に
２
回
で
運
ん
で
お
り
、

18
日
に
は
石
段
用
の
石

材
を
取
り
寄
せ
て
い
る
。

【
鳥
居
の
完
成
】

　

鳥
居
の
建
設
は
、
２

月
22
日
か
ら
行
わ
れ
た
。

建
設
記
録
の
中
に
は
、

具
体
的
な
建
設
の
様
子

は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

重
機
な
ど
が
な
い
時
代

に
足
場
を
組
ん
で
の
区

民
総
出
の
建
設
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

建
設
は
翌
23
日
の
午
後

３
時
に
終
了
し
、
餅
ま
き

を
行
い
、
午
後
４
時
か
ら

は
上
棟
式
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
後
は
、
宴

会
を
催
し
余
興
も
行
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
氏
森
神
社
の
客
殿
で
区
民
皆
が

参
加
し
て
、
鳥
居
が
無
事
に
完
成
し
た

こ
と
を
盛
大
に
お
祝
い
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

総
経
費
860
円
83
銭
で
完
成
し
た
大

鳥
居
は
、
現
在
、
山
田
区
の
象
徴
的

存
在
と
し
て
威
風
堂
々
と
し
た
佇
ま

い
を
見
せ
て
い
る
。

▲氏森神社の鳥居
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